平成25年度学校給食用牛乳びんの導入支援に向けたモデル事業公募要領
平成25年１月
環境省廃棄物・リサイクル対策部
1． 事業の趣旨
循環型社会形成推進基本法においてはリデュース・リユースの優先順位がリサイクルよりも上とされており、容器包装の分野においてもこれらの取組を進める必要があります。
環境省では平成22年度から「我が国におけるびんリユースシステムの在り方に関する検討会」を開催し、平成23、24年にはびんリユースの利用促進を図るための実証事業を実施しました。
今年度は、びんリユースシステムのさらなる普及・促進を目的に、学校給食におけるびん入り牛乳の導入を希望する主体（事業主体）の支援を予定しており、学校給食用牛乳びん（学乳びん）の導入に当たっての課題や導入のための条件について整理・検討を行います。
また、モデル事業の実施に当たって整理・検討された課題点や検討事項、タイムスケジュール等は今後導入を検討する地域において活用されるよう、導入の手引きとして広く発信することを目的としています。
2． 概要
（1） 公募内容
（1） 公募の対象となる主体
　　公募の対象となる事業主体は、学乳びんの継続的かつ自立的な導入を希望し、検討している市区町村、または導入に向けた取組において市区町村と連携、支援が可能な団体（活動地域における市区町村において、学乳びんの導入に向けた具体的な提案、支援を行うことが可能な団体）です。既に学校給食において学乳びんを供給している市区町村は対象外となります。
（2） 事業の支援対象範囲
　　導入に向けた課題や検討事項、タイムスケジュールの整理、あるいは導入に当たっての手引きの作成といった導入に向けた具体的な準備作業について支援の対象とします。
（２）提案書の作成
　　公募される事業主体は、現行の学校給食用牛乳の供給状況、学乳びんの導入を検討する理由、実施計画などについて、可能な範囲で様式２に沿ってご回答ください。
（1） 実施計画
　　事業において学乳びんを導入するまでのスケジュール（平成26年度を含む）を可能な範囲で記述してください。
（ロ）関係者間の合意形成に向けた調整状況
　　自治体、学校、乳業メーカー、保護者、児童・生徒といった学乳びんのリユースシステムに関係する主体との合意形成に向けた現在の調整状況について、可能な範囲で記述してください。
（ハ）学乳びんの導入を検討する理由
　　導入を検討する理由、またはどういう条件が整った場合に導入を希望するかを自由に記述してください。
（ニ）事業実施に当たっての予算（概算）
　　実証事業の実施に当たって想定される予算（概算）について、内訳の分かる形で具体的に記入してください。
（３）事業の対象経費、経費の支払い方法
事業の対象経費は、システム構築に要する経費（関係者への説明会やアンケート等調査費用など）とし、その一部を負担します。負担額は１件あたり最大で50万円程度を想定しています（採択された件数や事業の内容によっては減額の可能性があります）。
ただし、当支援事業は継続的かつ自立的な供給に向けた支援を目的としていることから、学乳びん導入に際する直接的な補助金の支給（たとえば他の容器入り牛乳からの切り替えによって生じる差額の補助など）は行いません。また、事業終了後に資産として残る施設整備や購入金額が５万円以上となる備品等の購入等についても対象外とします。
経費については、環境省が一般競争入札により選定した事業者（モデル事業発注者）が本公募により採択された事業のうち、事業を実施する上で必要な経費について支払いを行います。
（４）実績報告など
　　事業主体は、自区域における学乳びんの継続的・自立的な供給を目的としつつ、他の市区町村においても効果的な学乳びんの導入促進に資するよう、課題や検討事項、タイムスケジュール等の整理を行い、これを実績報告としてとりまとめ、モデル事業発注者に提出します。
３．応募方法等
（１）応募方法
　別添の申請書（様式１）及び提案書（様式２）に必要事項を記入の上、環境省リサイクル推進室に様式１、２とも１部ずつ、郵送で提出してください（宅配便も可。ただし、申請書類の応募先への持参、電子メール、ファックスによる応募は受け付けません。提出後、申請書類は返却いたしません）。
（２）公募期間
平成26年１月27日（月）～平成26年２月５日（水）（当日必着）
（３）応募先及び問い合わせ先
　〒100-8975
　東京都千代田区霞が関１－２－２
　環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室
　担当：水信、三浦
TEL：03-5501-3153（直通） FAX：03-3593-8262
４．選定
（１）選定方法
　環境省において、学乳びんのリユースシステムの構築に係る情報・経験の集積・発信に資するような取組を促進する観点から、対象となる事業主体を選定します。なお、選定過程において、申請者にヒアリングや追加資料の作成等を依頼する場合があります。
（２）選定基準
　対象事業の選定に当たっては、以下の観点から評価を行います。
（1） 主体性・実現性
　・学乳びんの導入に向けた主体的な取組（課題の抽出やその検討、関係者間での合意形成等に向けた取組）や学乳びんの導入について期待ができるか。
（2） 自立性・継続性
・事業期間経過後も自立的・継続的な学乳びんのリユースシステムの構築が見込まれる可能性が相当程度あるか。
（3） 発展性・波及性
　・学乳びんのリユースシステムの形態及びシステム構築の手順について、他の地域にも展開可能な取組が期待できるか。
（4） 関係者との連携
　・自治体、学校、供給業者、保護者、児童・生徒といった学乳びんのリユースシステムに関係する主体が意見調整する場を設ける等、関係者間の円滑な連携が期待できるか。
（３）選定結果
選定結果は、平成26年2月上旬、申請者へ文書により連絡予定です。
（４）事業の流れ（予定）
　１月27日　　　　  事業募集開始
　２月上旬　　　 　　事業実施地域決定
２月中旬～　　 事業開始
３月　　　　　 報告書提出
３月末　　　　 精算・支払
（様式１）
平成　　年　　月　　日
環　境　省　御中
（事業主体名）
「平成25年度学校給食用牛乳びんの導入支援に向けたモデル事業」申請書
標記の件について、別添（様式２）のとおり申請いたします。
連絡担当者窓口
	氏名（ふりがな）
	

	担当部署名
	

	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	Ｅ-ｍａｉｌ
	


（様式２）
「平成25年度学校給食用牛乳びんの導入支援に向けたモデル事業」提案書
1． 実施計画
　　事業において学乳びんを導入するまでのスケジュール（平成26年度を含む）を可能な範囲で記述してください。
	


２．関係者間の合意形成に向けた調整状況
　　自治体、学校、供給業者、保護者、児童・生徒といった学乳びんのリユースシステムに関係する主体との合意形成に向けた調整状況について、可能な範囲で記述してください。
	


3． 学乳びんの導入を検討する理由
　　導入を検討する理由、またはどういう条件が整った場合に導入を希望するかを自由に記述してください。
	


4． 事業実施に当たっての予算（概算）
実証事業の実施に当たって想定される予算（概算）について、内訳のわかる形で具体
的に記入してください。
	費　目
	金　額
	積　算
	摘　要

	（例）印刷製本費
	50,000円
	単価50円×1,000冊
	広報用パンフレット

	（例）会場費
	150,000円
	半日利用
	説明会会場費

	（例）アンケート調査費
	200,000円
	往復200円×1,000名
	アンケート調査（郵送）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計金額
	


	備考）その他、特記事項がありましたらご記入ください。



（留意事項）
· 記載欄が足りない場合は欄を増やして記述ください。
· 設問については、現状把握している範囲で記述してください。
· 記載に関してご不明な点がありましたら、下記連絡先にご連絡ください。
〒100-8975
　東京都千代田区霞が関１－２－２
　環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室
　担当：水信・三浦
TEL：03-5501-3153（直通） FAX：03-3593-8262
